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第
だい
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しょう
 計画
けいかく
策定
さくてい
の背景
はいけい

１ 障
しょう
がい者

しゃ
福祉
ふ く し
をめぐる国

くに
の動向
どうこう

■障
しょう
がい者

しゃ
制度
せ い ど
改革
かいかく
の動
うご
き 

わが国
くに
では、2007年

ねん
（平成
へいせい
19年

ねん
）に「障害者

しょうがいしゃ
の権利

けんり
に関
かん
する条約

じょうやく
（障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

）」に署名
しょめい
して以降

いこう
、国内
こくない
の必要
ひつよう
な制度

せいど
改革
かいかく
が進
すす
められ、2011年

ねん
（平成
へいせい
23年

ねん
）

には、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

が改正
かいせい
され、「日常

にちじょう
生活
せいかつ
又
また
は社会
しゃかい
生活
せいかつ
において障

しょう
がい者

しゃ
が受

う

ける制限
せいげん
は、社会

しゃかい
の在

あ
り方
かた
との関

かん
係
けい
によって生

しょう
ずる」といういわゆる「社会

しゃかい
モデル
も で る

」

に基
もと
づく「障

しょう
がい者

しゃ
」の概念

がいねん
や「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ
」の理念

りねん
が盛

も
り込

こ
まれました。 

  2013年
ねん
（平成
へいせい
25年

ねん
）４月

がつ
に施行

しこう
された障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支援法
しえんほう

では、改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の理念
りねん
が掲

かか
げられるとともに、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
の対象

たいしょう
範囲
はんい
に難病

なんびょう
患者
かんじゃ
等
とう
も

加
くわ
わるなどの見

み
直
なお
しが行

おこな
われました。 

  また、同年
どうねん
６月
がつ
、「障

しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
の解消
かいしょう

の推進
すいしん
に関
かん
する法律

ほうりつ
（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

）」が制定
せいてい

され、「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう
の推進

すいしん
に関

かん
する法律

ほうりつ
（障害者

しょうがいしゃ
雇用
こよう

促進法
そくしんほう

）」の改正
かいせい
では雇用

こよう
分野
ぶんや
における障

しょう
がいのある方

かた
への差別

さべつ
の禁止

きんし
等
とう
が定
さだ
めら

れました。（ともに 2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）４月

がつ
施行
しこう
。） 

  さらに、2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）６月

がつ
には、障

しょう
がいのある方

かた
の望
のぞ
む地域

ちいき
生活
せいかつ
への支援

しえん

の一層
いっそう
の充実
じゅうじつ

や障
しょう
がい児

じ
支援
しえん
の多様化

た よ う か
するニーズ

に ー ず
へのきめ細

こま
かな対応

たいおう
、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す

の質
しつ
の確

かく
保
ほ
・向

こう
上
じょう
に向

む
けた環

かん
境
きょう
整
せい
備
び
を主

おも
な内容

ないよう
として障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支
し
援
えん
法
ほう
及
およ
び

児童
じどう
福祉法
ふくしほう

が改正
かいせい
されました。（ともに 2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）４月

がつ
施行
しこう
。） 

その後
ご
、障
しょう
がいのある方

かた
の社会
しゃかい
参加
さんか
の促進

そくしん
のため、2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）６月

がつ
に

「障害者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん
する法律

ほうりつ
（ 障害者

しょうがいしゃ
文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

推進法
すいしんほう

）」が、2019年
ねん
（令和

れいわ
元年
がんねん

）６月
がつ
には「視覚

しかく
障害者
しょうがいしゃ

等
とう
の読書
どくしょ

環境
かんきょう

の整備
せいび
の

推進
すいしん
に関
かん
する法律

ほうりつ
（読書
どくしょ
バ
ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
法
ほう
）」が施行

しこう
されているほか、就学前

しゅうがくまえ
の障
しょう
が

い児
じ
の発達

はったつ
支援
しえん
の無償化

むしょうか
など、障

しょう
がいのある子

こ
どもへの支援

しえん
体制
たいせい

の強化
きょうか

が進
すす
めら

れています。また、同年
どうねん
10月

がつ
には障害

しょうがい
福祉
ふくし
人材
じんざい
の処遇
しょぐう
改善
かいぜん
及
およ
び消
しょう
費
ひ
税
ぜい
率
りつ
引
ひ
き上

あ
げ

に伴
ともな
う報
ほう
酬
しゅう
改
かい
定
てい
が行
おこな
われました。 
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■ニーズ
に ー ず

の高度化
こ う ど か

・多様化
た よ う か

障
しょう
がいのある方

かた
が地域

ちいき
で安心

あんしん
して生活

せいかつ
していくことができるよう、障害者

しょうがいしゃ

総
そう
合
ごう
支援法
しえんほう

に基
もと
づく 障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
を中心

ちゅうしん
に、さまざまな取組

とりくみ
を実施

じっし
して   

いるところですが、個々
こ こ
の 障

しょう
がいの程度

ていど
や 状 況

じょうきょう
に応

おう
じたきめ細

こま
やかな支援

しえん
、   

出 生
しゅっしょう

から学齢期
がくれいき

、成人
せいじん

に至
いた
るまで、ライフステージ

ら い ふ す て ー じ
に応

おう
じた切

き
れ目

め
のない   

支援
しえん
などが求

もと
められています。 

  これらの高度化
こ う ど か

・多様化
た よ う か

したニーズ
に ー ず

には、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう
支援法
しえんほう

等
とう
による法

ほう
定
てい

サービス
さ ー び す

のみでは対応
たいおう

が 難
むずか
しいため、就労

しゅうろう
支援型
しえんがた

の地域
ちいき
活動
かつどう
支援
しえん
センター
せ ん た ー

の   

運
うん
営
えい
等
とう
、札幌市

さっぽろし
独自
どくじ

の取組
とりくみ

も併
あわ
せて実施

じっし
するなど、 障

しょう
がい特性

とくせい
等
とう
に配慮

はいりょ
した   

きめ細
こま
やかな支援

しえん
の在

あ
り方
かた
について引

ひ
き続
つづ
き検討
けんとう
していく必要

ひつよう
があります。 

  また、今般
こんぱん

の新型
しんがた
コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

については、社会
しゃかい
全体
ぜんたい

にさまざまな

影響
えいきょう

を与
あた
えているところです。こうした感染症

かんせんしょう
流行
りゅうこう

時
じ
にあっても、障

しょう
がいのあ

る方
かた
の暮

く
らしを支

ささ
えるため、感染

かんせん
予防
よぼう

や拡大
かくだい

の防止
ぼうし

を図
はか
りながら、安定的

あんていてき
な

サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

を確保
かくほ
していくことが大切

たいせつ
です。 

■地域
ち い き
の社会
しゃかい
資源
し げ ん
の活用
かつよう

国
くに
における 障

しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
が大

おお
きく変

か
わっていくなかで、 障

しょう
がいのある方

かた
の   

ニ
に
ー
ー
ズ
ず
に応

おう
じた質

しつ
の高

たか
い支援

しえん
を 行

おこな
っていくためには、行政

ぎょうせい
による取組

とりくみ
のほか   

に、地域
ちいき
のボランティア

ぼ ら ん て ぃ あ
、関係

かんけい
団体
だんたい

、事
じ
業者
ぎょうしゃ

等
とう
の地域

ちいき
の多様

たよう
な社会

しゃかい
資源
しげん
を活用

かつよう

するなど、障
しょう
がいのある方

かた
を地域

ちいき
全体
ぜんたい
で支
ささ
え合

あ
う体
たい
制
せい
づくりが必要

ひつよう
です。 
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２ 札幌市
さっぽろし

の現状
げんじょう

（１）札幌市
さっぽろし

における施策
し さ く
展開
てんかい

札幌市
さっぽろし

は、2003年
ねん
（平成
へいせい
15年

ねん
）３月

がつ
、障
しょう
がいのある方

かた
が地域

ちいき
で自立

じりつ
した生活

せいかつ

を送
おく
ることができる共生

きょうせい
社会
しゃかい
の実現
じつげん
を目的
もくてき
として、障

しょう
がいのある方

かた
の生活
せいかつ
全般
ぜんぱん

に関
かか
わる施策

しさく
を体系化

たいけいか
し、基本的

きほんてき
な方向性
ほうこうせい

を示
しめ
した「札幌市

さっぽろし
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
計
けい
画
かく
」

を策定
さくてい
しました。 

その後
ご
、2007年

ねん
（平成
へいせい
19年

ねん
）３月

がつ
に、障

しょう
がいのある方

かた
の地域

ちいき
生活
せいかつ
への移行

いこう
や、

就労
しゅうろう

支援
しえん
を一層

いっそう
推進
すいしん

し、誰
だれ
もがいきいきと暮

く
らせるような元気

げんき
あふれる街

まち
づく

りを進
すす
めるために、「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい福祉

ふくし
計画
けいかく
（第
だい
１期

き
）」を策定

さくてい
しました。 

この２計画
けいかく
を、2012年

ねん
（平成

へいせい
24年

ねん
）３月

がつ
に「さっぽろ障

しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

」とし

て統合
とうごう
し、2015年

ねん
（平成
へいせい
27年

ねん
）３月

がつ
の改定
かいてい
では、「安全

あんぜん
・安心
あんしん
」「差別

さべつ
の解消
かいしょう

・

権利
けんり
擁護
ようご
」「行政

ぎょうせい
サービス
さ ー び す

における配慮
はいりょ
」の３分野

ぶんや
を新設
しんせつ
し、重点的

じゅうてんてき
に取組
とりくみ
を行
おこな

ってきたところです。

また、2016年
ねん
（平成
へいせい
28年

ねん
）４月

がつ
の障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

、2017年
ねん
（平成
へいせい
29年

ねん
）12

月
がつ
の「札幌市

さっぽろし
障
しょう
がい特性

とくせい
に応

おう
じたコミュニケー

こ み ゅ に け ー
ション
し ょ ん

手段
しゅだん

の利用
りよう
の促進

そくしん
に関

かん
す

る条例
じょうれい

」、2018年
ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）３月

がつ
の「札幌市

さっぽろし
手話
しゅわ
言語
げんご

条例
じょうれい

」などの施行
しこう
や、国

くに

の第
だい
４次

じ
障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん
計画
けいかく
等
とう
を踏

ふ
まえ、2018年

ねん
（平成
へいせい
30年

ねん
）３月

がつ
に「さっぽろ障

しょう

がい者
しゃ
プ
ぷ
ラ
ら
ン
ん
2018」を策定

さくてい
しました。 

（２）障
しょう
がいのある方

かた
の状 況
じょうきょう

   札幌市
さっぽろし

発行
はっこう
の各
かく
種
しゅ
障
しょう
がい者

しゃ
手
て
帳
ちょう
（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
、療育
りょういく

手帳
てちょう
、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
）の所持者数

しょじしゃすう
の合計
ごうけい
は、2019年度

ねんど
末
まつ
時点
じてん
で約
やく
13万

まん
2千人
せんにん
（札幌市

さっぽろし
の 

人
じん
口
こう
の約
やく
７ ％
ぱーせんと

）、2016年度
ねんど
から約

やく
６千人
せんにん
増
ふ
えています。

   身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
の所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
は横
よこ
ばいの傾

けい
向
こう
にありますが、療

りょう
育
いく
手
て
帳
ちょう
、精
せい
神
しん

障
しょう
害
がい
者
しゃ
保
ほ
健
けん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
の所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
は年々
ねんねん
増加
ぞうか
の傾向
けいこう
にあります。【表

ひょう
１】 
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   また、札幌市
さっぽろし

は、医
い
療
りょう
機
き
関
かん
等
とう
の社
しゃ
会
かい
資
し
源
げん
が多
おお
いこともあり、３手帳

てちょう
とも、市

し
外
がい

  からの転
てん
入
にゅう
者
しゃ
数
すう
が転
てん
出
しゅつ
者
しゃ
数
すう
を上

うわ
回
まわ
る転

てん
入
にゅう
超
ちょう
過
か
の傾

けい
向
こう
がみられます。【表

ひょう
２】 

   こうした状 況
じょうきょう

から、計
けい
画
かく
期
き
間
かん
（2021～2023年

ねん
度
ど
）においては、引

ひ
き続
つづ
き障

しょう

  がいのある方
かた
の増
ぞう
加
か
が予想

よそう
されます。

【表
ひょう
１】各

かく
障
しょう
がい手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

等
とう
の推移

す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
。ただし、札幌市

さっぽろし
の人口

じんこう
は４月

がつ
１日

にち
時点
じてん
。）（単位

たんい
：人

にん
） 

【表
ひょう
２】各

かく
障
しょう
がい手

て
帳
ちょう
所持者数
しょじしゃすう

の転入
てんにゅう

・転出者数
てんしゅつしゃすう

の推移
す い い

（各年度中
かくねんどちゅう

）（単位
たんい
：人
にん
） 

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

　札幌市
さっぽろし

の人口
じんこう 1,946,407 1,949,947 1,953,883 1,958,408

125,727 127,652 129,594 132,091

　身体障
しんたいしょう

がい 83,564 83,585 83,534 83,780

　知的
ち て き

障
しょう

がい 17,375 18,041 18,722 19,416

　精神障
せいしんしょう

がい 24,788 26,026 27,338 28,895

　手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

全体
ぜんたい

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

全体
ぜんたい

転入
てんにゅうしゃすう

者数 1,294 1,331 1,290 1,466

転出
てんしゅつしゃすう

者数 769 700 761 778

身体
しんたい

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 833 876 804 891

転出
てんしゅつしゃすう

者数 488 470 503 532

知的
ち て き

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 177 174 205 225

転出
てんしゅつしゃすう

者数 173 160 152 172

精神
せいしん

障
しょう

がい 転入
てんにゅうしゃすう

者数 284 281 281 350

転出
てんしゅつしゃすう

者数 108 70 106 74
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（３）障
しょう
がい別

べつ
の状 況
じょうきょう

■身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

年齢
ねんれい
別
べつ
では、全体

ぜんたい
の７割

わり
以
い
上
じょう
を占

し
める 65歳

さい
以
い
上
じょう
の手

て
帳
ちょう
所
しょ
持
じ
者
しゃ
数
すう
が、年

ねん
々
ねん
増
ぞう
加
か

していることがわかります。【表
ひょう
３】 

また、障
しょう
がい状 況

じょうきょう
別
べつ
では、肢体

したい
不自由
ふ じ ゆ う

が最
もっと
も多
おお
く、次

つ
いで内部障

ないぶしょう
がいとなっ

ています。【表
ひょう
４】 

【表
ひょう
３】身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の年齢
ねんれい
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

18歳
さい
未満
みまん 1,484 1,455 1,460 1,441

18歳
さい
以上
いじょう
65歳

さい
未満
みまん 22,387 21,911 21,435 21,132

65歳
さい
以上
いじょう 59,693 60,219 60,639 61,207

【表
ひょう
４】身体

しんたい
障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の障
しょう
がい状 況

じょうきょう
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

視覚障
しかくしょう

がい 4,424 4,394 4,402 4,439

聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう
機能
きのう

障
しょう
がい 5,278 5,263 5,269 5,296

音声
おんせい

・言語
げん ご
又
また
はそしゃく機能

きの う
障
しょう
がい 833 832 860 863

肢体
したい
不自由
ふ じ ゆ う 48,018 47,494 46,710 46,093

内部
ないぶ

障
しょう
がい 25,011 25,602 26,293 27,089

合計
ごうけい 83,564 83,585 83,534 83,780



第
だい
２ 章
しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の背 景
はいけい

18

■療育
りょういく

手帳
てちょう

 どの 障
しょう
がい程度

ていど
においても増加

ぞうか
の傾向

けいこう
にありますが、特

とく
にＢ

びー
－
ばー
（軽度

けいど
）の手帳

てちょう

所持者数
しょじしゃすう

が増
ふ
えています。【表

ひょう
５】 

年齢
ねんれい
別
べつ
でみると、18歳

さい
以上
いじょう

の所持者数
しょじしゃすう

は年々
ねんねん
増加
ぞうか
していますが、65歳

さい
以
い
上
じょう
の方

かた
の

割
わり
合
あい
は少
すく
なく、2019年

ねん
度
ど
は全
ぜん
体
たい
のおよそ６ ％

ぱーせんと
弱
じゃく
（1,100人

にん
）となっています。【表

ひょう

６】。療
りょう
育
いく
手
て
帳
ちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増
ぞう
加
か
は、以

い
前
ぜん
に比
くら
べて知

ち
的
てき
障
しょう
がいに対

たい
する認

にん
知
ち
度
ど
が高
たか
く

なったことが、要
よう
因
いん
のひとつと考

かんが
えられます。

【表
ひょう
５】療育

りょういく
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の障
しょう
がい程度

て い ど
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

Ａ
えー
（重度
じゅうど
） 5,788 5,870 5,974 6,083

Ｂ
びー
（中度
ちゅうど
） 3,836 3,943 4,032 4,108

Ｂ
びー
－
ばー
（軽度

けいど
） 7,751 8,228 8,716 9,225

合計
ごうけい 17,375 18,041 18,722 19,416

【表
ひょう
６】療育

りょういく
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の年齢
ねんれい
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

18歳
さい
未満
みまん 4,757 4,839 4,888 4,957

18歳
さい
以上
いじょう 12,618 13,202 13,834

14,459

※うち 65歳
さい
以上
いじょう
1,100
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■精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん
福祉
ふ く し
手帳
てちょう

身体障
しんたいしょう

がい、知的
ちてき

障
しょう
がい、精神障

せいしんしょう
がいの３障

しょう
がいの手帳

てちょう
所持者
しょじしゃ

のうち、こ  

の４年間
ねんかん
でもっとも増加

ぞうか
しているのが、精神障

せいしんしょう
がいです。【表

ひょう
７】のとおり、2016

年度
ねんど
と 2019年度

ねんど
を比較

ひかく
すると４千人

せんにん
以上
いじょう
増加
ぞうか
していることがわかります。 

  精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん
福祉
ふくし
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増加
ぞうか
は、以前

いぜん
に比
くら
べて精神障

せいしんしょう
がいに対

たい
する

社
しゃ
会
かい
の理解

りかい
が進
すす
んできていることが要因

よういん
のひとつとして考

かんが
えられます。 

【表
ひょう
７】精神

せいしん
障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん
福祉
ふ く し
手帳
てちょう
の障
しょう
がい程度

て い ど
別
べつ
推移
す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

１級
きゅう 1,365 1,362 1,397 1,460

２級
きゅう 13,079 13,500 13,981 14,484

３級
きゅう 10,344 11,164 11,960 12,951

合計
ごうけい 24,788 26,026 27,338 28,895

■札幌市
さっぽろし

の難病
なんびょう

患者数
かんじゃすう

（特定
とくてい
医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

） 
2013年

ねん
（平成
へいせい
25年

ねん
）４月

がつ
に施行

しこう
された障害者

しょうがいしゃ
総合
そうごう
支援法
しえんほう

により、障
しょう
がいのある

方
かた
の範囲

はんい
が拡大
かくだい
され、難病

なんびょう
患者
かんじゃ
も障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
を利用

りよう
できるようになり

ました。 

2020年
ねん
（令和

れいわ
２年
ねん
）４月

がつ
１日
にち
現在
げんざい
、361疾病

しっぺい
が障
しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の対象
たいしょう

に、

333疾病
しっぺい
が医療費

いりょうひ
助成
じょせい
の対象
たいしょう

となっています。

【表
ひょう
８】特定

とくてい
医療費
いりょうひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

所持者数
しょじしゃすう

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

21,564 20,661 21,177 21,865
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（４）障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう
・給付費

きゅうふひ
の推移

す い い

【表
ひょう
９】【表

ひょう
 10】のとおり、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
の利

り
用
よう
者
しゃ
数
すう
・給付費

きゅうふひ
は、

ともに年々
ねんねん
増加
ぞうか
傾向
けいこう
にあります。 

【表
ひょう
９】障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利
り
用
よう
者
しゃ
数
すう
（延

の
べ人
にん
数
ずう
）の推移

す い い

（３月
がつ
末
まつ
時点
じてん
）（単位

たんい
：人
にん
） 

2016年度
ねんど

2017年度
ねんど

2018年度
ねんど

2019年度
ねんど

介護
かいご
給付
きゅうふ 13,427 13,779 13,909 14,212

訓練
くんれん
等
とう
給付
きゅうふ 10,843 11,848 13,018 14,005

相談
そうだん
支援
しえん 7,205 8,956 10,330 10,588

障
しょう
がい児

じ
通
つう
所
しょ 7,503 8,567 9,610 10,493

合計
ごうけい 38,978 43,150 46,867 49,298

※各年度
かくねんど

３月
がつ
利用
りよう
実績
じっせき
（2019年度

ねんど
は１月利用

がつりよう
実績
じっせき
）。 

※相談
そうだん
支援
しえん
のうち地域

ちいき
移行
いこう
支援
しえん
・地域

ちいき
定着
ていちゃく

支援
しえん
は年間
ねんかん
利用
りよう
人数
にんずう
。 

【参考
さんこう
】障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
利用者数
りようしゃすう

（延
の
べ人
にん
数
ずう
）の推移

す い い
（2013➡2019） 
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【表
ひょう
10】障

しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
給
きゅう
付
ふ
費
ひ
等
とう
の推移

す い い

（単位
たんい
：百万円
ひゃくまんえん

） 

【参考
さんこう
】障
しょう
がい福

ふく
祉
し
サ
さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
等
とう
給
きゅう
付
ふ
費
ひ
等
とう
の推移

す い い
（2013➡2019） 

2016年度
ね ん ど

2017年度
ね ん ど

2018年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

介護
か い ご

給付
きゅうふ

費
ひ 24,243 25,967 27,457 28,651

訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

費
ひ 15,615 17,268 18,846 21,218

児童
じ ど う

障
しょう

がい福祉
ふ く し

事業
じぎょう

費
ひ 8,874 10,607 12,491 14,423

自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

給付
きゅうふ

費
ひ 12,746 13,069 13,049 13,330

その他
た

給付
きゅうふ

費
ひ 890 1,154 1,105 1,108

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業費
じぎょうひ 2,738 2,851 2,857 2,818

補装具
ほ そ う ぐ

費
ひ 512 491 520 532

合計
ごうけい 65,617 71,407 76,327 82,080
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３ 令和元
れいわがん

年度
ね ん ど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じ し ゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ
結果
け っ か
（概要
がいよう
） 

（１）調査
ちょうさ
の概要
がいよう

札幌市
さっぽろし

の障
しょう
がい福祉

ふくし
施策
しさく
に係
かか
る今
こん
後
ご
の方向性
ほうこうせい

を検討
けんとう
するために、障

しょう
がいのあ 

る方
かた
の生活
せいかつ
実態
じったい
や取

と
り巻

ま
く課題

かだい
等
とう
を把

は
握
あく
し、本

ほん
計
けい
画
かく
を策
さく
定
てい
する際

さい
の基

き
礎
そ
資
し
料
りょう
と 

することを目的
もくてき
として、2019年

ねん
（令和

れいわ
元年
がんねん
）10月

がつ
から 12月

がつ
までの期

き
間
かん
において 

実施
じっし
しました。（調

ちょう
査
さ
基
き
準
じゅん
日
び
：同年
どうねん
９月
がつ
１日
にち
） 

この調
ちょう
査
さ
の対象者
たいしょうしゃ

や回
かい
収
しゅう
結
けっ
果
か
は、下

か
表
ひょう
のとおりです。 

調査
ちょうさ
種別
しゅべつ

調査
ちょうさ
方法
ほうほう

発送数
はっそうすう

回収数
かいしゅうすう

回収率
かいしゅうりつ

１．障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 6,430 2,806 43.6

２．障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 1,046 461 44.1

３．市民
しみん
意識
いしき
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 3,000 1,048 34.9

４．企業
きぎょう
意識
いしき
調査
ちょうさ
 郵送

ゆうそう
調査
ちょうさ 1,000 340 34.0

５．事業所
じぎょうしょ

3調査
ちょうさ

郵送
ゆうそう
調査
ちょうさ 1,400 866 61.9

６．施設
しせつ
入所者
にゅうしょしゃ

調査
ちょうさ
 Email

いーめーる
調査
ちょうさ 30 20 66.7

７．精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ
調査
ちょうさ

Email
いーめーる

調査
ちょうさ 37 15 40.5

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

3 札幌市
さっぽろし

が指定
し て い
している障

しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

等
とう
提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

のこと。
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（２）調査
ちょうさ
結果
け っ か

前
ぜん
回
かい
（2016年

ねん
度
ど
）行
おこな
った同

どう
調
ちょう
査
さ
の結
けっ
果
か
と比

ひ
較
かく
し、札

さっ
幌
ぽろ
市
し
の取
とり
組
くみ
の効
こう
果
か
につい

て振
ふ
り返
かえ
ります。 

■障
しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する市民

し み ん
理解
り か い

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

前回
ぜんかい
調査
ちょうさ
より、市民

しみん
理解
りかい
が「（まあまあ）深

ふか
まっていると思

おも
う」と答

こた
えた方

かた
の割合
わりあい

が若干
じゃっかん

増
ふ
えています。しかしながら、「まったく思

おも
わない」「あまり思

おも
わない」と答

こた

えた方
かた
のほうが上

うわ
回
まわ
る傾
けい
向
こう
は変

か
わらず、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理解

りかい
はまだ十分

じゅうぶん

とはいえず、引
ひ
き続
つづ
き理解

りかい
促進
そくしん
を図
はか
っていく必

ひつ
要
よう
があります。 

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

＜市民
し み ん
意識
い し き
調査
ちょうさ
＞ 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ
解消法
かいしょうほう

や、札幌市
さっぽろし

において制定
せいてい
した各種

かくしゅ
条例
じょうれい

や取組
とりくみ
については「知

し

らない」と答
こた
えた方

かた
が多
おお
く、引

ひ
き続
つづ
き普

ふ
及
きゅう
啓
けい
発
はつ
を図
はか
っていく必

ひつ
要
よう
があります。 

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
）

2016年度
ね んど

2019年度
ね んど

2016年度
ね んど

2019年度
ね んど

深
ふか

まっている・まあまあ深
ふか

まっている 26.1 27.9 14.3 18.2

どちらともいえない 31.5 29.9 34.8 33.8

あまりそう思
おも

わない・まったく思
おも

わない 37.1 35.5 50.3 47.3

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

法
ほう 札幌市

さっぽろし

障
しょう

がい者
しゃ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
こみゅにけーしょん

条例
じょうれい 札幌市

さっぽ ろ し

手話
し ゅ わ

言語
げ ん ご

条例
じょうれい

心のバリアフリー
こ こ ろ ば り あ ふ り ー

ヘルプマーク
へ る ぷ ま ー く

内容
ないよう

も知
し

っている 6.3 2.5 2.6 11.5 37.6

聞
き

いたことがある 24.7 10.3 7.5 22.4 22.3

知
し

らなかった 66.8 81.8 84.4 60.7 36.0

無回答
むか い と う 2.2 5.4 5.5 5.4 4.1
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＜企業
きぎょう
意識
い し き
調査
ちょうさ
＞ 

障
しょう
がい者

しゃ
雇用
こよう
に関
かん
するハードル

は ー ど る
について尋

たず
ねた設

せつ
問
もん
では、「障

しょう
がいのある方

かた
の

ことをそもそもよく分
わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ
み出

だ
せない」と回答

かいとう
した企業

きぎょう
が６割

わり

弱
じゃく
ありました。障

しょう
がいのある方

かた
に対

たい
する企

き
業
ぎょう
側
がわ
の理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促

そく
進
しん
が必

ひつ
要
よう

といえます。 

障
しょう
がいのある方

かた
のことをそもそもよく分

わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ

み出
だ
せない 

割合
わりあい
（ ％
ぱーせんと

） 

とてもそう思
おも
う・そう思

おも
う 55.3

あまりそう思
おも
わない・全

まった
くそう思

おも
わない 40.9
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■障
しょう
がい福祉

ふ く し
サービス
さ ー び す

について 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

前回
ぜんかい
調査
ちょうさ
よりも、量

りょう
・内
ない
容
よう
ともに「（おおむね）満

まん
足
ぞく
している」割

わり
合
あい
が増

ふ
えまし

たが、「（あまり）満足
まんぞく
していない」と感

かん
じる方

かた
も一
いっ
定
てい
数
すう
存
そん
在
ざい
しています。 

また、サービス
さ ー び す

の質
しつ
や事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう
について、ある程度

ていど
満足
まんぞく
していると感

かん
じてい

る方
かた
がいる一方

いっぽう
で、前回

ぜんかい
調査
ちょうさ
より「（あまり）満足

まんぞく
していない」の割合

わりあい
が若
じゃっ
干
かん
増
ぞう
加
か

しました。 
障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ

障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

量
りょう

4
（おおむね）満足

まんぞく
している 78.9 80.9 78.8 83.6

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 14.1 19.1 15.7

内容
ないよう

5
（おおむね）満足

まんぞく
している 76.1 78.2 83.2 84.3

（あまり）満足
まんぞく
していない 14.6 16.3 13.9 15.3

質
しつ
6

（おおむね）満足
まんぞく
している 75.1 76.2 79.1 78.5

（あまり）満足
まんぞく
していない 15.2 17.3 11.1 13.7

事業所
じぎょうしょ

の対応
たいおう （おおむね）満足

まんぞく
している 77.4 79.6 84.3 90.2

（あまり）満足
まんぞく
していない 13.6 15.1 11.8 9.8

                               （単位
たんい
： ％

ぱーせんと
） 

＜事業所
じぎょうしょ

調査
ちょうさ
＞  

事業所
じぎょうしょ

が業務
ぎょうむ
を円滑
えんかつ
に実施

じっし
するために必要

ひつよう
な人手

ひとで
が「（やや）不足

ふそく
している」「非常

ひじょう

に不足
ふそく
している」と回

かい
答
とう
した事

じ
業
ぎょう
所
しょ
が全
ぜん
体
たい
の７割

わり
を超

こ
えています。 

職員
しょくいん

不足
ぶそく
の原因
げんいん
として「職員

しょくいん
の採用
さいよう
が困難
こんなん
」と答

こた
える事

じ
業
ぎょう
所
しょ
が６割

わり
以
い
上
じょう
、雇用
こよう

が困難
こんなん
な理由

りゆう
を「賃金

ちんぎん
が低
ひく
い」「精

せい
神
しん
的
てき
な負

ふ
担
たん
が大
おお
きい」と回答

かいとう
した割合

わりあい
がそれぞれ

４割
わり
程
てい
度
ど
となっています。 

4 利用
りよ う
することのできるサービス

さ ー び す
の日数

にっすう
や時間数

じかんすう
のこと。

5 利用
りよ う
することのできるサービス

さ ー び す
のメニュー

め に ゅ ー
のこと。（例

れい
：身体

しんたい
介護
か い ご
や掃除

そ う じ
、洗濯

せんたく
等
とう
） 

6 サービス
さ ー び す

提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

の職員
しょくいん

による支援
し え ん
技術
ぎじゅつ
などのこと。



第
だい
２ 章
しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の背 景
はいけい

26

■障
しょう
がいのある方

かた
が希望

き ぼ う
する生活

せいかつ
のためにあればいいこと 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
・障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
＞  

 前
ぜん
回
かい
調
ちょう
査
さ
に引

ひ
き続
つづ
き、高

こう
齢
れい
になった時

とき
の生
せい
活
かつ
に不

ふ
安
あん
を感
かん
じている方

かた
の割合
わりあい
が多
おお

 い結
けっ
果
か
となりました。 

（参考
さんこう
）障
しょう
がいのある方

かた
が希望

き ぼ う
する生活

せいかつ
のためにあればいいこと 

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

2016年度
ね ん ど

2019年度
ね ん ど

高齢
こうれい

になっても安心
あんしん

して生活
せいかつ

できること 第
だい

１位
い

第
だい

１位
い

第
だい

１位
い

第
だい

２位
い

困
こま

った時
とき

に相談
そうだん

を聞
き

き助言
じょげん

してくれる場
ば

第
だい

２位
い

第
だい

３位
い

第
だい

１位
い

第
だい

12位
い

年金や手当、経済的な負担軽減
ねんきん てあて けいざいてき ふたんけいげん

第
だい

３位
い

第
だい

２位
い

第
だい

４位
い

第
だい

１位
い

周囲の障がいへの理解
しゅうい しょう りかい

第
だい

６位
い

第
だい

５位
い

第
だい

３位
い

第
だい

３位
い

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

じゅうどしょう いりょうてきけあ ひつよう ひと さーびすじゅうじつ 

ひつよう じょうほう かんたん にゅうしゅ 

しょう へんけんかいしょう りかいそくしん けいはつ 

こうれい あんしん せいかつ 

たんきにゅうしょしせつとうじゅうじつ 

いりょう り は び り て ー し ょ ん じゅうじつ 

ふくしようぐ じゅうじつ 

こ み ゅ に け ー し ょ ん かん しえん じゅうじつ 

しゅうい しょう りかい 

す ば じゅうじつ 

ねんきん てあて けいざいてき ふたんけいげん 

しごと さぎょうしょ ば じゅうじつ 

す ぽ ー つ れく ぶんかかつどう じゅじつ 

がいしゅつ かん しえん 

こま とき そうだん き じょげん ば 

せいかつ ひつよう れんしゅう ば 

かいごさ ー び す じゅうじつ 

しょう じちょうさ しょう しゃちょうさ 
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＜施設
し せ つ
入所者
にゅうしょしゃ

調査
ちょうさ
＞  

 本人
ほんにん
の地域

ちいき
生活
せいかつ
を支
ささ
える環境面

かんきょうめん
においては、夜間

やかん
や緊急
きんきゅう

時
じ
の支援

しえん
に不

ふ
安
あん
を感
かん
じ 

ているほか、一
いち
度
ど
退
たい
所
しょ
すると再

さい
入
にゅう
所
しょ
できないのではないかということに不

ふ
安
あん
を感
かん

じている方
かた
が多

おお
く、これらが退

たい
所
しょ
に向

む
けた課題

かだい
になっていることがうかがえます。 

ご本
ほん
人
にん
の状
じょう
態
たい
像
ぞう
としては、常

じょう
時
じ
の介
かい
護
ご
や見

み
守
まも
りを要

よう
する方

かた
が多
おお
く、在所

ざいしょ
期間
きかん
が 

20年
ねん
以上
いじょう
の入
にゅう
所
しょ
者
しゃ
については「ご家族

かぞく
からのサポート

さ ぽ ー と
が期待

きたい
できない」とする割合

わりあい

が最
もっと
も高
たか
くなっています。 

地
ち
域
いき
移
い
行
こう
に当

あ
たっては、サ

さ
ー
ー
ビ
び
ス
す
提
てい
供
きょう
基
き
盤
ばん
の一
いっ
層
そう
の充
じゅう
実
じつ
が必
ひつ
要
よう
となっています。 

＜精神科
せいしんか

病院
びょういん

入院
にゅういん

患者
かんじゃ
調査
ちょうさ
＞  

 退
たい
院
いん
ができない要

よう
因
いん
として、「症 状

しょうじょう
が不安定

ふあんてい
」という理由

りゆう
が最
もっと
も高
たか
くなってい 

 ます。病
びょう
状
じょう
が治
おさ
まっている方

かた
（院
いん
内
ない
寛
かん
解
かい
あるいは改

かい
善
ぜん
傾
けい
向
こう
）の場

ば
合
あい
、「退

たい
院
いん
意
い
欲
よく
が 

 乏
とぼ
しい」ことが、退

たい
院
いん
に向

む
けた問

もん
題
だい
点
てん
になっています。 

 退
たい
院
いん
後
ご
に必
ひつ
要
よう
な支

し
援
えん
としては、前

ぜん
回
かい
調
ちょう
査
さ
同
どう
様
よう
、「訪

ほう
問
もん
看
かん
護
ご
サービス
さ ー び す

」とする割
わり
合
あい

が最
もっと
も高
たか
くなっています。 

退所
たいしょ

に向
む

けての不安
ふ あ ん

な点
てん

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

１位
い

夜間
や か ん

や緊急時
きんきゅうじ

の支援
し え ん

を十分
じゅうぶん

に受
う

けることができないという不安
ふ あ ん

がある 61.9

第
だい

２位
い

一度
い ち ど

退所
たいしょ

すると再入所
さいにゅうしょ

できないのではないかという不安
ふあ ん

がある 39.4

第
だい

３位
い

住
す

まいの確保
かく ほ

が困難
こんなん 35.8

支援者
しえんしゃ

から見
み

たご本人
ほんにん

の様子
よ う す

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

１位
い

介護
か い ご

や見守
み ま も

り等
とう

の支援
し え ん

が常時必要
じょうじひつよう

である 65.9

第
だい

２位
い

退所
たいしょ

したいかどうか、本人
ほんにん

の意思
い し

が確認
かくにん

できない 51.1

第
だい

３位
い

退所
たいしょ

に向
む

けた意識
いしき

が乏
とぼ

しい 39.8



第
だい
２ 章
しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の背 景
はいけい

28

■就 職
しゅうしょく

の経緯
け い い
（障
しょう
がい手帳

てちょう
等
とう
種類
しゅるい
別
べつ
） 

＜障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
＞  

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
をお持

も
ちの方

かた
については、等級

とうきゅう
に関
かか
わらず「自分

じぶん
で探
さが
した」が 

最
もっと
も多
おお
く、次

つ
いで「ハローワーク

は ろ ー わ ー く
を利用

りよう
した」となっており、自立

じりつ
支援
しえん
医療
いりょう
や特
とく
定
てい

医
い
療
りょう
費
ひ
（指

し
定
てい
難病
なんびょう

）の受
じゅ
給
きゅう
者
しゃ
証
しょう
をお持

も
ちの方

かた
も同様
どうよう
の結果

けっか
となっています。 

 療育
りょういく

手帳
てちょう
をお持

も
ちの方

かた
については、学校

がっこう
や福祉的

ふくしてき
就労
しゅうろう

（就労
しゅうろう

移行
いこう
支援
しえん
事業所
じぎょうしょ

等
とう
）

からの支援
しえん
を受

う
け就
しゅう
職
しょく
につながっている傾向

けいこう
がみられました。 

退院
たいいん

ができない要因
よういん

割合
わりあい

（％
ぱーせんと

）

第
だい

1位
い

病状が不安定
びょうじょう　ふあんてい 51.6

第
だい

2位
い

現実認識が乏しい
げんじつにんしき　　とぼ 46.6

第
だい

3位
い

退院意欲が乏しい
たいいん　いよく　　とぼ 28.4

第
だい

4位
い

病識がなく通院服薬の中断が予想される
びょうしき　　　　つういん　ふくやく　　ちゅうだん　よそう 27.4

第
だい

5位
い

家事（食事・洗濯・金銭管理など）ができない
　かじ　　　しょくじ　　せんたく　　きんせんかんり　 26.4

ハロー
はろー

ワーク
わーく 学校

がっこう 就労移行
しゅうろういこう

支援
しえん

等
とう

相談支援
そうだんしえん

事業所等
じぎょうしょとう

親族等
しんぞくとう

の

紹介
しょうかい

自分
じぶん

で

探
さが

した
その他

た

１・２級
きゅう 26 1 4 1 17 47 28

３・４級
きゅう 24 3 2 1 17 55 21

５・６級
きゅう 8 0 1 0 6 16 7

Ａ(最重度・重度
えー　さいじゅうど　じゅうど

) 0 2 1 0 0 0 1

Ｂ（中度）
びー　ちゅうど 5 16 12 1 6 2 4

Ｂ－（軽度）
びーばー　　けいど 33 32 37 10 10 17 7

１級
きゅう 0 0 0 0 1 1 0

２級
きゅう 13 0 9 1 7 10 1

３級
きゅう 14 3 6 3 10 34 17

自立支援医療（精神通院）
じりつしえんいりょう　　　せいしんつういん 11 2 10 2 7 15 3

指定難病・特定疾患医療
していなんびょう　　とくていしっかんいりょう 13 7 2 0 16 38 17

就職
しゅうしょく　けいい

の経緯　(単位
たんい

：人
にん

）

そ
の
他 た

精
神

せ
い
し
ん

身
体

し
ん
た
い

療
育

り
ょ
う
い
く
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現
げん
状
じょう
のまとめ 

 札幌市
さっぽろし

では、これまでも、さっぽろ障
しょう
がい者

しゃ
プラン
ぷ ら ん

に基
もと
づき、着実

ちゃくじつ
に施策

しさく
を進
すす

め、法
ほう
律
りつ
が定

さだ
める障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
も含
ふく
めて、障

しょう
がい福

ふく
祉
し
施
し
策
さく
全
ぜん
般
ぱん
の充
じゅう
実
じつ

を進
すす
めてきました。 

 しかしながら、札幌市
さっぽろし

が実施
じっし
したアンケート

あ ん け ー と
調査
ちょうさ
結果
けっか
にもあるとおり、障

しょう
がい

のある方
かた
への理解

りかい
がまだ十分

じゅうぶん
とは言

い
えないことや、前回

ぜんかい
調査
ちょうさ
より改善

かいぜん
傾向
けいこう
にある

ものの、サービス
さ ー び す

の質
しつ
についてはさらなる充実

じゅうじつ
を求

もと

める声
こえ

が寄
よ

せられているな

ど、障
しょう
がいのある方

かた
やその家族

かぞく
にとっては、いまだに多

おお
くの生活

せいかつ
のしづらさが残

のこ

っています。 

 また、計
けい
画
かく
期
き
間
かん
（2021～2023年

ねん
）においては、各種障

かくしゅしょう
がい者

しゃ
手帳
てちょう
所持者数
しょじしゃすう

の増加
ぞうか

などに伴
ともな
って、障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の利用

りよう
が広
ひろ
がることが見

み
込
こ
まれます。 

 引
ひ
き続

つづ
き障

しょう
がい福祉

ふくし
サービス
さ ー び す

等
とう
の提供

ていきょう
体制
たいせい

を確保
かくほ
していくことが課題

かだい
となっ

ています。



第
だい
２ 章
しょう

 計 画
けいかく

策 定
さくてい

の背 景
はいけい

30

４ 目
め
指
ざ
すべき共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
に向

む
けて ~障

しょう
がい福祉

ふ く し
施策
し さ く
の視点

し て ん
から～

令和元
れいわがん

年度
ねんど
札幌市
さっぽろし

障
しょう
がい児者

じしゃ
実態
じったい
等
とう
調査
ちょうさ

では、札幌市
さっぽろし

が目
め
指
ざ
すべき共生

きょうせい
社会
しゃかい

の

具体的
ぐたいてき

なイメージ
い め ー じ

を構築
こうちく
するため、障

しょう
がいをお持

も
ちの方

かた
を含
ふく
めた市

し
民
みん
や企

き
業
ぎょう
のみな

さまからご意見
いけん
を伺
うかが
いました。 

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のために必要
ひつよう

と 考
かんが
える施策

しさく
としては、「心

こころ
のバ

ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー
化
か
の

推進
すいしん
」「就

しゅう
労
ろう
機
き
会
かい
の充
じゅう
実
じつ
」が、いずれの調査

ちょうさ
でも上位

じょうい
を占

し
めています。 

■共生
きょうせい

社会
しゃかい
の実現
じつげん
のために必要

ひつよう
な施策

し さ く
（アンケート

あ ん け ー と
結果
け っ か
から）

市
し
内
ない
の障
しょう
がい関

かん
連
れん
団
だん
体
たい
を対
たい
象
しょう
としたグループヒアリング

ぐ る ー ぷ ひ あ り ん ぐ
においても、これらの施

し

策
さく
に関
かん
連
れん
した意

い
見
けん
は多
おお
く、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する理

り
解
かい
不
ぶ
足
そく
により生

しょう
じる差

さ
別
べつ
や偏

へん

見
けん
、就
しゅう
労
ろう
の難
むずか
しさなどを課

か
題
だい
とする意

い
見
けん
が挙

あ
げられています。 

■共生
きょうせい

社会
しゃかい
のイメージ

い め ー じ
（障
しょう
がい者

しゃ
団体
だんたい
へのヒアリング

ひ あ り ん ぐ
調査
ちょうさ
結果
け っ か
から） 

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

企業
きぎょう

意識
い し き

調査
ちょうさ

第
だい

1位
い

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの充実
さーびす じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

第
だい

2位
い

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

心
こころ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

第
だい

3位
い

就労
しゅうろう

機会
き か い

の充実
じゅうじつ

インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教育の充実
きょういく じゅうじつ

建築物
けんちく ぶつ

・交通
こう つう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

建築物
けんちく ぶつ

・交通
こう つう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

観点
かんてん

目
め

指
ざ

すべき共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

像
ぞう

共生
きょうせい

社会
しゃかい

実現
じつげん

に必要
ひつよう

な施策
し さ く

意識上
いしきじょう

の

バリア
ば り あ

障
しょう

がいが個人
こ じ ん

の特性
とくせい

のひとつとして認識
にんしき

され、そ

の差異
さ い

が理解
り か い

されること（互
たが

いの理解
り か い

）により差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

が生
しょう

じない社
しゃ

会
かい

、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

える社
しゃ

会
かい

障
しょう

がいへの理解
り か い

促進
そくしん

や、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず共
とも

に育
そだ

つ環
かん

境
きょう

（インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

）、交流
こうりゅう

機会
き か い

の創出
そうしゅつ

等
とう

による心
こころ

のバリアフ
ば り あ ふ り ー

リーの実現
じつげん

にむけた施策
し さ く

制度的
せ い ど てき

な

バリア
ば り あ

障
しょう

がいの有無
う む

によらず自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を営
いとな

むことが

できる社会
しゃかい

就労
しゅうろう

支援
し え ん

制度
せ い ど

の拡充
かくじゅう

・改善
かいぜん

や、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

機会
き か い

の拡充
かくじゅう

など、就労
しゅうろう

に関連
かんれん

した施策
し さ く

物理的
ぶ つ り てき

／文
ぶん

化
か

・情報面
じょうほうめん

のバリア
ば り あ

障
しょう

がいの有無
う む

によらず、自由
じ ゆ う

に社会
しゃかい

参加
さ ん か

や生活
せいかつ

を

営
いとな

むことができる社会
しゃかい

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の拡充
かくじゅう

建物、交通機関
たてもの こうつうきかん

といったハード面
はーど めん

でのバ
ば

リアフリー
り あ ふ り ー

の推進施策
すいしんし さく

余暇活動支援、情報提供手法の拡充施策
よかかつどうしえん、じょうほうていきょうしゅほう かくじゅうしさく
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障
しょう
がい者

しゃ
調査
ちょうさ
及
およ
び障
しょう
がい児

じ
調査
ちょうさ
において、障

しょう
がいのある方

かた
の約
やく
３割
わり
、障
しょう
がいの

ある子
こ
どもの約

やく
５割
わり
が、何

なん
らかの差

さ
別
べつ
経
けい
験
けん
があると答

こた
えています。 

また、企
き
業
ぎょう
意
い
識
しき
調
ちょう
査
さ
において障

しょう
がい者

しゃ
雇用
こよう
に関

かん
するハードル

は ー ど る
について尋

たず
ねた設

せつ

問
もん
では、「障

しょう
がいのある方

かた
のことをそもそもよく分

わ
からないから雇用

こよう
に踏

ふ
み出

だ
せない」

と回答
かいとう
した企業

きぎょう
が６割

わり
弱
じゃく
ありました。障

しょう
がいのある方

かた
の就
しゅう
労
ろう
機
き
会
かい
の充
じゅう
実
じつ
を図
はか
るた

めには、正
せい
規
き
雇
こ
用
よう
率
りつ
の向
こう
上
じょう
や待
たい
遇
ぐう
改
かい
善
ぜん
等
とう
はもとより、障

しょう
がいのある方

かた
に対
たい
する企

き
業
ぎょう

側
がわ
の理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促
そく
進
しん
が必
ひつ
要
よう
といえます。 

今
こん
回
かい
のア

あ
ン
ん
ケ
け
ー
ー
ト
と
に回
かい
答
とう
してくださった方

かた
の多
おお
くが、共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
について、障

しょう
がい

等
とう
に対
たい
する理

り
解
かい
が進
すす
み差

さ
別
べつ
や偏
へん
見
けん
が生
しょう
じない社

しゃ
会
かい
、就
しゅう
労
ろう
をはじめ社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か
の機

き
会
かい
が

充
じゅう
実
じつ
した社

しゃ
会
かい
というイ

い
メ
め
ー
ー
ジ
じ
を持

も
っていることがうかがえます。心

こころ
のバ

ば
リ
り
ア
あ
フ
ふ
リ
り
ー
ー

化
か
や社会
しゃかい
参加
さんか
の促進
そくしん
は、共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
を推進
すいしん
する重要

じゅうよう
な要素

ようそ
であり、これら双

そう
方
ほう
に係
かか
る

課
か
題
だい
として挙

あ
げられている 障

しょう
がいのある方

かた
に対

たい
する理

り
解
かい
のより一

いっ
層
そう
の促

そく
進
しん
が、

札幌市
さっぽろし

の障
しょう
がい福

ふく
祉
し
施
し
策
さく
の継
けい
続
ぞく
的
てき
な課題

かだい
といえます。 


